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早いもので，今年も本号が最終号となる。まずは本誌をご愛読いただき，また
掲載論文を日々の臨床や研究に役立てていただいている読者の皆様に感謝申し上
げたい。
さて本号でも，統合失調症の最新の遺伝子研究の展望・課題から歴史的なカプ

グラ症候群・フレゴリの錯覚の再評価に至る多様な内容が並んでいる。また，「児
童精神科医の眠れぬ夜」と題した飯田順三先生による巻頭言が児童精神医療の現
場における切実な問題を訴えている。そこで飯田先生は，最近の若い精神科医同
様，児童精神科医の「DSMを金科玉条として EBMしか受け入れない姿勢」，「あ
いまいなどちらにも転びそうな状態をしっかり受け止めて支えることの重要性を
認識していない」傾向や，「力動精神医学的思考が隅に追いやられがちである」
ことを述べておられるが，これらはいずれも実に大切な指摘であろう。たしかに
本号でも，エビデンスベースの研究や力動精神医学的視点とは無縁な認知行動療
法に関する論文がいくつも掲載されている。これらの論文が価値あるものである
ことは論を待たないが，本誌が飯田先生の危惧する流れに棹さすことがないよう
に目配りしたいものである。
ところで，筆者の乏しい知識では，エビデンスといえば，ヤスパースが患者の

陳述内容(妄想)の了解可能・不可能はエビデントであると述べたのが精神医学に
おける「エビデンス」の初登場と思われるが，ここに遡って「精神疾患もしくは
精神医学におけるエビデンスとは何か？」と本格的に議論されたことはないので
はなかろうか(少なくとも日本では)。あくまでも患者の主観的陳述から症状を把
握し，それによって病態を推し測るという宿命から逃れられない精神医学では，

身体医学とは違うエビデンスが求められてもいいのではないだろうか，と筆者は
個人的にはいつも考えている。
自画自賛になるかもしれないが，本誌の『継往開来』はエビデンスを求める操

作的診断の中で見失われがちな疾患概念や症状を再評価しようというシリーズで
ある。遺伝子研究に代表されるような生物学的分野は放っておいてもどんどん進
んで誰しも関心を持つが，情報の流れと得る速さ，それに伴う量の多さの時代の
中で，先達がじっくりと観察し詳細に記載した往時のものは，若い精神科医に関
心を喚起する機会を提供していかないと忘れ去られていってしまうかもしれな
い。今回担当の船山先生が長く引用紹介されたカプグラらによる症例Mの見事
な記述から，若い読者が不可思議で一筋縄ではいかない豊かな「エビデンス」の
ありようを見出し，同時に丁寧に観察し記述することの重要さと曖昧なものは曖
昧なまま残すという姿勢を学んでいただければ幸いである。
ともあれ，読者諸氏と精神医学・医療にとって，そして何よりも患者さんにとっ
て，来年がより良い年であることを祈願して，2013年最終号の締めくくりとし
たい。 (M.I.)
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